
大和友愛クラブ訪問・懇談の記録 

実施日：令和４年 5 月 20 日（金） 
市老連訪問メンバー    ：岡田・西浦・夏目 
大和友愛クラブメンバー：福武会長・佐藤副会長・中田氏・小野氏・三上氏・塚谷氏・ 

吉森氏・榎木氏 富岡氏・中出氏 計 10 名 

 
福武会長より開会のあいさつの後、クラブメンバー佐藤副会長以下の自己紹介、続いて市老連から 
の訪問メンバー3 名が自己紹介を行った。 

 
次に福武会長から令和 4 年度の事業報告案が紹介されたが、地区老連だけで１０もの大きな事業を

しておられ、人を集める行事でも食事をする場合は必ず１０００円程度の会費を徴収するとの取り

決めがあり、殆ど無料にはしないが多くの参加者がいるとの返答があった。 
そしてサークル活動も活発で 26 のサークルが活動しており、市老連主催の行事にも積極的に参加

しています、との心強い答えを戴いた。 

 
市老連に対しての要望や苦情等の確認事項 
1. グリーンハイツの市老連からの退会について、なぜ止められなかったのかと、そして今からで

も遅くないので引き止め策を模索する様にとの意見があり、取り敢えずグリーンハイツの会議

に参加した経緯を説明し、大きな理由①会長のなり手がない②市老連に派遣する役員がいない

し、出来ない③市老連に属さなくてもサークル活動が活発であり困り事はない、等の意見を聞

いたことを説明。これに対し、大和友愛クラブも同様の問題も抱えているが現在の役員を応援

しており、市老連には今後とも協力をしていく気持ちに変わりはないとの返答を貰った。 

2.「シニアの集い」に対しての要望で、行事としては大賛成であり、抽選での席決めが良いが、 

席の担当者は同席者の要望等を取纏めて欲しい、呉服座の余興の他に単老から 2-3 名出演させる

ようにして欲しい➔この意見は単なる勘違い（余興は単老が主体）、反論は控えたが・・・ 

3.「演芸発表会」の司会で出演者紹介の際、通り一遍ではなく、プロフィール等の紹介を工夫する 

ように、又抽選会では役員が当選するケースが目立ち過ぎるとの意見あり。 

4. ウォーキングの再開を検討して貰いたいとの意見が出された。 

5. GG 大会などの申込のネット利用を検討して貰いたい等が意見として出された。 

これに対し、単老会長が取り纏め、事務局へはネット利用が可能であろう（？）と返答。 

 

本会議に参加して感じた事は以下、 

・大きなクラブと３０～５０人クラスのクラブとのギャップが大きく、同等に扱う事の難しさを 

痛感した。 

・小さなクラブに於いてはクラブ活動自体を組織することも出来ない事が多く、地区老連でこまか

く拾い挙げて組織化出来ればいいが、地区老連でも出来ない時は市老連で対応せざるを得ない、

その為の存在が市老連だと身をもって感じた。 

・大和友愛クラブとグリーンハイツは、規模、サークルの活性度、形態がよく似ているが 

役員の考え方が大きく異なる等・・・ 

今後の市老連活動へ大いに参考にさせて戴く所存。 

                                 岡田記 



地区老訪問懇談会メモ 

 

日時：5 月 20 日（金）11：00～ 

場所：大和第一自治会館 

出席者：市老連側（岡田会⾧、西浦副会⾧、夏目企画部員） 

    大和友愛クラブ（福武会⾧、佐藤副会⾧ほか全１０名） 

           （福武、小野、中田、佐藤、吉森、植木、三上、塚谷、富岡、中出） 

内容：岡田会⾧および福武会⾧の挨拶の後、意見交換会 

  （岡田会⾧）：出来ることは必ず改善する。出来ないものは理由を明確にして回答する。 

 （要望）： 

  １）「シニアの会」でテーブルごとの意見交換会では、 

①役員が話題のリーダーシップをとってほしい。 

②呉服座の出演でなく、老人会のコーラスやフラダンス等の発表を入れてはどうか。 

③座席指定は話したことのない人との会話が出来るので良い。 

  ２）「演芸発表会」では 

①プログラムの活字が小さい。 

②用紙が紫と色が濃い為、暗いところでは読めない。 

③各演技の前に演技者の説明（どこの誰が何をするかといったプログラムに掲載さ 

  れていないような紹介をあらかじめ聞き取っておいた説明がほしい。 

   ④抽選会では当選者から、主催者は外しておいた方がよい。 

  ３）行事の参加者は小さな単老ほど少ないと聞いた。参加者が増えるように、小規模の

単老へも働きかけをしてはどうか。なお、参加者を増やすための弁当の無償化はや

めた方が良い。 

  ４）グリーンハイツがゴソッと抜けると聞いたが、止めるための努力をしてほしい。 

市老連の行事に参加を希望する人の期待を潰さないように単組で再入会できるよう 

な取組みを続けてほしい。 

  ５）ウォーキングは中止しないでほしい。 

  ６）行事への申し込みをネットから出来るように検討してほしい。 

  ７）交付金手続きの簡素化を働きかけてほしい。 

 
以上 

 

夏目幹也 


